
土
偶

ろ
よ
ノ
？

茅
野
市
尖
石
縄
文
考
古
館
は
、
市
内
か
ら

出
土
し
た
縄
文
時
代
の
土
偶
「
縄
文
の
ビ
ー

ナ
ス
」
の
国
宝
指
定
3
0
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ

2
5
日
茅
野
市
民
館
で
記
念
シ
ン
ポ

ウ
ム
「
尖
石
縄
文
文
化
賞
受
賞
者
と
語
る
『
土

偶
と
は
何
か
？
』
」
を
、
2
5
日
午
後
1
↓
5
時

に
同
市
の
茅
野
市
民
館
で
開
く
。
同
賞
の
受

賞
者
ら
土
偶
に
詳
し
い
専
門
家
6
人
を
迎

え
、
土
偶
が
縄
文
時
代
に
ど
ん
な
存
在
だ
っ

た
の
か
話
し
て
も
ら
う
。
遍
の
人
に
分
か

り
や
す
く
」
縄
文
や
土
偶
に
関
心
を
高
め
る

機
会
に
と
企
画
し
た
。

縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス
は
1
9
8
6
年
、
、
同
市

米
沢
埴
原
田
の
棚
畑
遺
跡
か
ら
ほ
ぼ
完
全

な
形
で
出
土
し
た
。
高
さ
2
7
巧
、
重
さ
2
・

1
4
㌔
の
大
型
土
偶
で
、
約
5
0
0
0
年
前
の
・

縄
文
時
代
ヰ
期
に
作
ら
れ
た
と
さ
れ
、
妊
娠

し
た
女
性
の
婆
を
表
し
て
い
る
と
い
う
。
つ

り
上
が
っ
た
切
れ
長
の
日
や
膨
ら
ん
だ
腹

部
、
逆
ハ
ー
ト
形
で
張
り
出
し
た
尻
な
ど
が

大
き
な
特
徴
。
9
5
年
6
月
1
5
日
、
縄
文
時
代

の
遺
物
と
し
て
第
1
号
の
国
宝
に
指
定
さ
れ

た。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
2
部
構
成
。
第
l
部
で

は
、
同
賞
受
賞
者
3
人
が
「
私
が
考
え
る
土

偶
」
と
遷
し
て
そ
れ
ぞ
れ
基
調
講
演
す
る
。

3
人
は
第
1
0
回
受
賞
者
の
三
上
徹
也
さ
ん

（
大
昔
調
査
会
理
事
）
、
第
1
5
回
受
賞
者
の
瀬

口
眞
司
さ
ん
（
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
企

画
整
理
課
長
）
、
第
2
1
回
受
賞
者
の
阿
部
昭
典

さ
ん
（
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院

教授）。

訪
日
に
開
く
「
縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス
」
国
宝
撃
疋
3
0
周
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
チ
ラ
シ
。
左
後
方
が
茅
野
市
尖

石
縄
文
考
古
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス

第
2
部
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
3
時
1
5
分
か

ら
。
三
上
さ
ん
、
瀬
口
さ
ん
、
阿
部
さ
ん
と
、
l

藤
森
英
二
さ
ん
（
明
治
大
学
黒
輝
石
研
究
セ

ン
タ
ー
補
助
研
究
員
）
、
佐
賀
桃
子
さ
ん
（
山

梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
主
任
・
文
化
財

主
事
）
、
同
賞
の
第
3
回
受
賞
者
の
会
田
進
さ

ん
（
元
長
野
県
考
古
学
会
会
長
）
を
パ
ネ
リ

ス
ト
に
語
り
合
う
。
同
考
古
館
学
芸
員
で
市

教
育
委
員
会
文
化
財
課
考
古
館
係
長
の
山
科

暫
さ
ん
の
進
行
で
、
土
偶
の
出
土
状
況
や
形

の
変
化
、
使
わ
れ
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
す
予
定
。

同
考
古
館
は
「
表
向
け
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
。
土
偶
っ
て
何
だ
ろ
う
と
楽
し
み
な
が
ら

考
え
て
も
ら
え
た
ら
」
と
来
場
を
呼
び
掛
け

て
い
る
。
無
料
。
申
し
込
み
不
要
。
問
い
合

摘
用
謂
（
電
牒
離
酎
ヨ


